
等身大ふじ子像を制作

◆おかざきじ ょ う せいこう と う がっこう びじ ゅつぶ

岡崎城西高等学校美術部

　 4月1 2日、岡崎城西高等学校美術部から岡崎市へ等身

大ふじ子像を寄附していただきました。元々は令和6 年度

の文化祭の展示物として段ボールで制作した作品でしたが

「 学校以外の場所でも展示をして岡崎市のPRをしたい」

という 思いから分解して持ち運べるように繊維強化プラ

スチックで作り替えることに。そんなさなかにふじ子が亡

く なり、岡崎市へ寄附をしていただく ことが決まりました。

　「 大きな作品を作って文化祭で目立ちたい！」と始まった

城西高等学校美術部名物の巨大造形。“岡崎ならではの

大きなもの”から連想され、ふじ 子が題材になりました。

3 0人を超える部員全員が共通して大切にしたことは「 ふじ

子らしさを表現すること 」だったそう 。「 巨大造形はチーム

戦です。個々が良いも のを

作っても一体感が無ければ成

立しません。肌のしわひとつを

紙で表現するにも 、実際のふ

じ子をくまなく 観察したり写真

や資料をみんなで共有したり

して、別の部員が作ったものとつなぎ合わせても違和感が

ないよう細部までこだわりました」 と 話し ます。 ふじ 子に

寄り添い制作に打ち込んだ期間は約 2 年間。 愛らしい瞳、

しわがよった皮膚の質感、 砂浴びが好きだったふじ子ら

し く 砂がかかった背中、 まるで本物のよう に再現されて

います。「 よう やく 完成し た安心感でいっぱいでし た。

また、家族やクラスメイト から 『 ふじ 子像を見に行った』

とか『 ふじ子のことをもっと知り たく なった』 と声をか

けてもらい、 目標と し ていた岡崎市のPRにつながった

気がして本当にう れしい」 と達成感に満ちあふれます。

　 ふじ 子像制作時には後輩だった部員は学年が上がり

最年長とし て部を引っ張っていく 存在になっています。

「 これまで先輩たちからたく さ んのアド バイスや指示を

いただけたことが私たちの支えになっていると実感した」

と話します。 また「 先輩たちの姿を見習い、 後輩たちを

支え、 新しい制作を成功させたい」 と頼もしい姿もみせ

ます。 ふじ子像制作の経験は部員を大きく 成長させ、 今

後の制作の糧となっていく ことでし ょ う 。
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